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【製造者】山陽陽チップ工工業株式会会社 
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【製造者

植物発生材の

食品廃棄物の

エコ堆
伐採材や

食品廃棄

イクル製品 第 267 号 

者】株式会社

の破砕物 

の乾燥物 
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堆肥グリーンリ
や剪定枝葉、刈草などの植

棄物（生ごみ乾燥物）を原

社西日本グ

ドして切り返し作業を繰り返し、

 リピート F
植物発生材の破砕物と、

原料として発酵させた環

グリーンリ

造園

発酵促進 約３
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